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1.はじめに 

 近年，2014 年の広島災害，2011 年の那智川災害など，大規模な表層崩壊

が発生している 1)-4)．これらの災害による被害を軽減するには，予想される

降雨分布からおよその崩壊特性を推定し崩壊発生を予測することが必要で

ある．これまで，表層崩壊による災害を個別に整理した事例はいくつかあ

るが 5)・6)，複数の災害を比較し，降雨分布と表層崩壊の発生の特徴を検証

した研究は少ない．本研究では， 2014 年の広島災害，2011 年の那智川災

害，2009 年の防府災害，1999 年の広島災害を例に挙げ災害時の降雨分布や

崩壊状況を調査し，比較検討した．本研究の目的は，雨の降り方と崩壊の

発生形態・分布の関係を明らかにすることである． 

 

2.災害の概要及び降雨

の特性について 

 4 災害について発生場

所を図-1に示す．ま

た，災害時の時間雨量

の変化，地質・降雨規

模をまとめるとそれぞ

れ図-2，表-1のように

なる．災害発生箇所の

地質はいずれも花崗岩

もしくは花崗斑岩主体

の箇所であり崩壊深が

数 m 程度の崩壊が広い

範囲で発生しそれらが

土石流となって下流域

に被害を及ぼしてい

る．降雨規模につい

て，最大時間雨量・総

雨量は那智川災害が他

に比べて大きくなって

いる．一方，雨量の時

間変化についてはそれぞれ特徴が異なっている．2014 年の広島災害について，降雨は無降雨時間を除いて 9 時間

であったが約 80mm の雨が 2 時間降っている以外は時間雨量 20mm 程度の降雨であった。2011 年の那智川災害に

ついて，降雨は無降雨時間を除いて 50 時間以上と他の災害に比べて長い．またピーク時には時間雨量 130mm を

超える雨が降っている．2009 年の防府災害について，降雨は無降雨時間を除いて 13 時間であったが，最大時間雨

量は約 60mm と他の災害に比べて小さい．1999 年の広島災害については，降雨は無降雨時間を除いて 21 時間であ

った．また 1 時間だけ 80mm を超える降雨となっているがそれ以外は時間雨量 30mm 以下であった． 

 

3.崩壊発生形態の比較 

 4 災害について表層崩壊が発生した斜面の調査を行った．調査結果を表-2に示す．崩壊密度は 2009 年の防府災

害が，崩壊面積率は 2014 年の広島災害が最も大きくなっている。例えば，2014 年広島災害と 2011 年の那智川災

害を比較すると，崩壊面積率は 2014 年の広島災害が，崩壊深は 2011 年の那智川災害の方が大きくなっている．ま

た，2014 年の広島災害と 1999 年の広島災害を比較すると総雨量は同じにもかかわらず崩壊密度や崩壊面積は 2014

図-2 災害時の降水量の時間変化 
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年の方が大きくな

っている．このこ

とから，降雨が長

時間及ぶ場合は崩

壊深が大きくなる

こと，短時間で大

きな降雨だった場

合は崩壊面積が大

きくなる可能性が

あることが示唆さ

れる． 

 

4.降雨分布と崩壊

分布の関係につい

て 

 降雨分布と崩壊

分布の関係につい

て 2014 年の広島

災害と 2011 年の

那智川災害を事例として調査した．

図-3に広島災害と那智川災害につ

いて，最大 1，24 時間雨量と崩壊密

度(個/km2)との関係を示す．広島災

害は約 31km2の範囲で，那智川災害

については那智川流域を含む約

320km2の範囲で航空写真や LP を基

に崩壊箇所の判読を行った．雨量に

ついては，広島災害は C バンドの

データを基にし，那智川災害につい

ては実測雨量から等雨量線図を作成

した．崩壊密度は広島災害について

は 1km2ごとに，那智川災害につい

ては等雨量のエリアごとに算出し

た．広島災害については，1 時間雨

量と密度が調和的であるのに対し

24 時間雨量は 210mm を超えると密

度はほぼ一定であった．那智川災害

については， 1 時間雨量と密度が

調和的であるのに対し， 24 時間雨

量は 750mm を超えると密度は低下している．2014 年の広島災害と 2011 年の那智川災害については，ともに短時

間の急激な雨量の増加が要因になったと考えられる． 

 

5.おわりに 

 本研究では，4 件の災害について雨の降り方と崩壊の発生形態との比較を行い，2 件の災害について降雨分布と

崩壊分布との関係について検討した．今後は 2009 年防府災害と 1999 年広島災害についても降雨分布と崩壊分布の

関係を整理し，雨の降り方が崩壊の形態に及ぼす影響について検討したいと考えている． 
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表-1 災害発生箇所の地質及び降雨の特徴 

 2014 広島災害 2011 那智川災害 2009 防府災害 1999 広島災害 

地質 花崗岩・堆積岩 花崗斑岩 花崗岩 花崗岩 

降雨規模 最 大 時 間 雨 量
87mm 

総雨量 247mm 

(高瀬観測所：国土

交通省) 

最 大 時 間 雨 量
131.5mm 

総雨量 821.5mm 

(新宮観測所：気象

庁) 

最大時間雨量
63.5mm 

総雨量 275mm 

(防府観測所：気

象庁) 

最大時間雨量 81mm 

総雨量 233.5mm 

(八幡川橋観測所：日

本道路公団) 

 表-2 災害による崩壊の状況 

 2014 広島災害 2011 那智川災害 2009 防府災害 1999 広島災害 

研究対象エリア 八木・緑井地区 那智川流域 剣川・阿部谷川流域 荒谷地区 

流域面積(km2) 3.5 9.7 2.5 4.0 

崩壊個数 164 113 175 84 

崩壊面積(km2) 0.118 0.056 0.061 0.047 

崩壊密度(個/km2) 47.21 11.71 70.87 21.14 

崩壊面積率(%) 3.41 0.58 2.49 1.19 

平均崩壊深(m) 1.2 2.1 1.5(剣川のみ) データ無し 

 

 
 

  

図-3 2016 年広島災害と 2011 年那智川災害についての最大時間

雨量と崩壊密度との関係 
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